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研 究 課 題 高齢者介護サービスにおける介護人材への心理的支援 
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告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

介護人材の必要数の将来推計に対して不足することが指摘されている。介護サービスにおけ

る働き方改革や生産性向上への取り組みも進められているが、人材定着・確保のための対策

の１つとして心理的側面からのメンタルヘルスへの支援が有効であるとともに仕事に対する

達成感や動機づけを高めるための人材育成の環境を整備することが有効であると言われてい

る。本研究では、高齢者介護サービスの事業所や施設を対象として、介護職員へのストレス

に着目したメンタルヘルス対策と動機づけ・人材育成支援の両面における課題について実務

者へのヒアリングを中心として検討する。 

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

社会福祉法人リガーレ暮らしの架け橋（京都市）において、統括的責任者から数カ所の小規

模な介護事業所におけるストレスチェックの導入と成果についてヒアリングを行った。以下

はその主な結果である。 
・ストレスチェックの結果は事業所単位で提供され、特定の傾向を示す項目が明確になる。

課題としては、フィードバックのタイムラグがあり、調査から結果共有まで 4 か月程度かか

ることから状況が変化している場合がある。  
・事業所ごとのストレスやワークエンゲイジメントと相関が強いのは「上司のリーダーシッ

プ」や「上司が部下の能力を伸ばす機会を提供する」といった項目であった。 
・法人としての見方としては、介護の専門性・倫理観として、ケアの標準化や適切なサービ

ス提供の視点を提供できることとコミュニケーション能力として人間関係構築力：スタッフ

のメンタル面のケアや気配りができることが必要と考えているが両立が難しい場合も多い。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

本研究では、１つの法人の複数事業所のストレスチェックの結果を比較した内容をヒアリン

グでき、ストレスチェックの導入によって、小規模な介護事業所においても、従業者のスト

レスやワークエンゲイジメントに影響を与える職場環境を明確にできることが確認できた。

そして、リーダーの行動が結果に強く相関していたが、ストレスチェックの集計後にその行

動を短期的に変化させることは難しいことであり、継続的なリーダー養成が大きな課題と考

えられた。 
今後、50 名未満の小規模事業場にもストレスチェック制度の導入が制度化されていくことが

予定されているが、その導入にあたっては効果的な評価とその結果の解釈と対応について明

らかにして支援することが必要であると考えられる。 
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本研究成果は、今後の調査研究の予備的検討にあたるため、まだ研究発表・研究成果物はな

い。 
次年度以降、調査研究を行うことで研究発表・研究成果物の作成を行う予定である。 

 


